


国
東
郡
安
岐
郷
・
武
蔵
郷
の
政
所
職
に
も
就
任
し
て
い
た
。

政
所
と
は
政
務
・
庶
務
を
つ
か
さ
ど
る
所
を
い
う
。
ま
た
、
鎌
倉
・

室
町
幕
府
の
財
政
及
び
一
部
の
民
事
訴
訟
を
つ
か
さ
ど
る
機
関
の

こ
と
を
い
っ
た
。

　
天
文
十
九
年
（
一
五
五
〇
）
二
月
の
「
二
階
崩
れ
の
変
」
の
際
、

親
資
は
殿
中
（
大
友
館
、
現
大
分
市
上
野
丘
）
に
あ
り
、
津
久
見

み
ま
さ
か
の
か
み
　
　
く
ら
ん
ど
の
す
け

美
作
守
・
田
口
蔵
人
佐
ら
と
戦
い
、
負
傷
し
、
こ
の
変
で
重
傷
を

負
っ
た
義
鎮
（
の
ち
宗
麟
）
の
父
大
友
義
鑑
（
豊
後
大
友
氏
二
十

代
）
は
二
日
後
に
死
去
し
た
。
享
年
四
十
九
歳
。

　
そ
の
結
果
、
義
鑑
の
嫡
子
大
友
義
鎮
が
豊
後
大
友
氏
二
十
一
代

の
家
督
を
継
い
だ
。

　
天
文
十
九
年
大
友
義
鎮
の
命
令
に
よ
っ
て
親
賢
は
叔
父
田
北

鑑
生
と
と
も
に
筑
後
を
征
服
し
た
。

　
田
北
鑑
生
は
速
見
郡
山
香
郷
日
差
城
主
（
現
速
見
郡
山
香
町
西

部
）
で
田
原
親
員
の
子
で
あ
る
。

　
鑑
生
は
天
文
十
九
年
二
月
か
ら
永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
三
月

こ
ろ
ま
で
義
鎮
の
加
判
衆
を
勤
め
た
。
同
年
十
一
月
に
死
去
す
る
。

田
北
鑑
生
と
親
賢
の
母
と
は
兄
妹
に
あ
た
る
。

　
親
賢
の
養
父
田
原
親
資
は
天
文
二
十
二
年
（
一
五
五
三
）
に
死

去
し
た
。

二
　
大
友
宗
麟
と
の
関
わ
り

　
田
原
親
賢
の
妹
（
一
説
に
は
姉
と
も
い
う
）
、
奈
多
鑑
基
の
娘

が
大
友
義
鎖
（
宗
麟
）
の
正
室
（
正
妻
）
と
な
っ
て
い
る
。

　
弘
治
三
年
（
一
五
五
七
）
六
月
か
ら
大
正
九
年
（
一
五
八
ご

ま
で
、
親
賢
は
豊
前
妙
見
岳
城
督
（
現
宇
佐
郡
院
内
町
北
部
、
標

高
四
四
四
メ
ー
ト
ル
）
と
し
て
宇
佐
・
上
毛
・
下
毛
郡
を
拠
点
に

豊
前
経
営
に
あ
た
り
、
成
功
し
た
。

　
武
蔵
今
市
城
は
永
禄
年
間
（
一
五
五
八
～
七
〇
）
、
大
友
義
鎮

の
重
臣
吉
弘
鑑
理
が
居
城
し
た
。
鑑
理
は
左
近
大
夫
と
称
し
、
武

勇
に
す
ぐ
れ
た
武
将
で
あ
っ
た
。
鑑
理
は
、
の
ち
石
垣
原
合
戦
で

活
躍
し
た
吉
弘
加
兵
衛
統
幸
の
祖
父
に
あ
た
る
。

　
永
禄
元
年
（
一
五
五
八
）
閑
六
月
、
大
友
義
鎮
の
嫡
子
義
統
が

生
ま
れ
た
。

　
従
っ
て
、
親
賢
は
大
友
義
鎮
と
は
義
兄
弟
、
義
鎮
の
嫡
子
義
統

と
は
伯
（
叔
）
父
と
甥
の
関
係
に
あ
た
る
。

　
親
賢
は
大
友
義
鎮
（
宗
麟
）
・
義
統
父
子
に
仕
え
、
親
族
及
び
側

近
と
し
て
影
響
力
を
も
っ
て
い
た
。
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三
　
田
原
紹
忍

　
永
禄
五
年
（
一
五
六
二
）
五
月
、
大
友
義
鎮
は
臼
杵
荘
丹
生
島

　
（
現
臼
杵
市
）
に
築
城
し
、
こ
こ
に
移
っ
た
。
つ
い
で
人
道
（
剃

髪
）
し
宗
麟
と
号
し
、
田
原
近
江
守
親
賢
も
入
道
し
て
紹
忍
と
称

し
た
。

　
永
禄
八
年
（
一
五
六
五
）
七
月
、
毛
利
の
侵
入
に
よ
り
、
立
花

陣
に
て
奈
多
政
基
（
鑑
基
の
嫡
子
、
親
賢
の
兄
）
が
戦
死
し
、
そ

の
子
鎖
基
が
奈
多
家
の
家
督
を
継
い
だ
。

　
大
友
親
家
は
宗
麟
の
二
男
で
永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
に
府
内

（
現
大
分
市
）
の
大
友
館
に
生
ま
れ
た
。
母
は
奈
多
鑑
基
の
女

（
親
賢
の
妹
）
で
あ
る
。
従
っ
て
、
親
賢
と
は
伯
父
、
甥
の
関
係

に
あ
た
る
。
一
時
、
親
賢
の
養
子
に
も
な
っ
て
い
た
。

　
親
家
は
、
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
義
統
の
国
除
後
、
筑
後
の

立
花
宗
茂
の
も
と
に
あ
っ
た
が
、
慶
長
十
四
年
（
ヱ
ハ
○
九
）
に

小
倉
藩
主
細
川
三
斎
（
忠
興
、
藤
孝
の
嫡
子
）
に
仕
え
、
利
根
川
　
‘

道
孝
と
名
乗
っ
た
。
の
ち
、
子
孫
は
松
野
氏
と
称
し
た
。

　
親
賢
に
は
男
の
子
が
な
か
っ
た
の
で
永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八

に
公
家
柳
原
氏
か
ら
七
歳
の
養
子
を
も
ら
い
親
虎
と
名
付
け
た
。

永
禄
五
年
（
一
五
六
二
）
頃
の
生
ま
れ
で
あ
る
。

系
　
図

大
友
氏

二
十
代
　
二
十
一
代

義
鑑
－
義
鎮
（
宗
麟
）

奈
多
氏

　
鑑
基

二
十
三
代

→
義
統
（
吉
統
）
－
義
乗

親
家
（
利
根
川
道
孝
、
松
野
氏
）

親
盛
（
親
賢
の
養
子
、
東
松
野
氏
）

→
政
基
－
鎮
基
－
直
基
（
養
子
、
久
我
氏
）

親
賢
（
武
蔵
田
原
氏
へ
養
子
）

女
（
宗
麟
義
鎖
の
正
妻
）

武
蔵
田
原
氏

親
資
（
親
邦
）
－
親
資
（
親
賢
）

田
北
氏

　親
　長
大

鑑
生

女
（
親
賢
の
母
）

　
　
親
虎
（
廃
嫡
、
柳
原
氏
）

づ

親
盛
（
宗
麟
の
三
男
）

。
。
、
‐
１
・
、
ｊ
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大
友
親
盛
は
宗
麟
の
三
男
で
、
永
禄
十
年
（
一
五
六
七
）
に
臼

杵
丹
生
島
城
で
生
ま
れ
た
。
母
は
大
友
親
家
と
同
様
に
奈
多
鑑
基

の
女
で
あ
る
。
天
正
九
年
（
一
五
八
一
）
に
田
原
紹
忍
親
賢
の
養

子
と
な
っ
て
家
督
を
譲
ら
れ
、
与
兵
衛
尉
と
称
し
豊
前
妙
見
岳
城

（
宇
佐
郡
院
内
町
北
部
）
に
在
城
し
た
。

　
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
、
親
盛
は
吉
統
の
国
除
後
、
豊
前
小

倉
の
細
川
氏
に
什
官
し
て
松
野
半
斎
（
東
松
野
氏
）
と
称
し
た
。

　
親
賢
は
民
部
大
輔
と
名
乗
り
、
永
禄
五
年
（
一
五
六
二
）
に
は

尾
張
守
、
永
禄
八
年
（
一
五
六
五
）
に
は
近
江
守
と
な
り
、
永
禄

ト
二
年
（
三
五
六
九
）
か
亘
大
正
六
年
（
一
五
七
八
）
ま
で
宗
麟
・

義
統
の
加
判
衆
で
も
あ
っ
た
。

　
天
正
元
年
（
一
五
七
三
）
十
二
月
、
宗
麟
は
家
督
を
嫡
子
義
統

（
豊
後
大
友
氏
二
十
二
代
）
に
譲
っ
た
。

　
天
正
五
年
（
一
五
七
七
）
、
日
向
伊
東
義
祐
（
日
向
郡
於
郡
領

主
）
が
薩
摩
の
島
津
氏
か
ら
攻
撃
を
受
け
、
大
友
宗
麟
に
救
い
を

求
め
た
。

　
親
虎
が
天
正
五
年
四
月
に
臼
杵
で
洗
礼
を
受
け
た
た
め
、
田
原

親
賢
は
養
子
親
虎
を
廃
嫡
除
籍
し
て
追
放
し
た
。

　
翌
天
正
六
年
（
一
五
七
八
）
、
宗
麟
が
島
津
征
伐
を
行
い
、
日

向
の
耳
川
の
戦
い
で
敗
れ
、
親
賢
は
宇
佐
、
下
毛
郡
衆
を
率
い
て

撤
退
し
た
。
親
賢
に
敗
戦
の
責
任
を
問
う
声
が
強
く
、
親
賢
は
し

ば
ら
く
姿
を
現
わ
さ
な
か
っ
た
。

　
宗
麟
は
キ
リ
ス
ト
教
に
反
対
す
る
親
賢
の
妹
、
奈
多
夫
人
を
離

縁
し
、
の
ち
入
信
し
た
。

　
天
正
十
四
年
（
一
五
八
六
）
十
月
、
島
津
軍
が
豊
後
へ
の
侵
入

を
開
始
し
た
。

　
大
友
義
統
が
、
秀
吉
の
救
援
と
し
て
豊
後
へ
や
っ
て
き
た
四
国

の
連
合
軍
と
と
も
に
豊
後
戸
次
川
（
現
大
分
市
南
部
）
の
戦
い
で

島
津
軍
に
大
敗
し
、
土
佐
の
国
生
長
宗
我
部
元
親
の
嫡
男
信
親

（
二
十
二
歳
）
が
戦
死
し
た
。

　
大
友
義
統
と
田
原
親
賢
た
ち
は
高
崎
城
（
大
分
市
）
に
逃
れ
て

の
ち
、
豊
前
の
竜
王
城
（
宇
佐
郡
安
心
院
町
西
部
、
標
高
三
一
五

メ
ー
ト
ル
）
ま
で
逃
れ
た
。

　
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
二
月
こ
ろ
、
親
賢
の
妹
、
奈
多
八

幡
宮
出
身
の
宗
麟
夫
人
が
臼
杵
に
お
い
て
死
去
し
た
。

　
同
年
五
月
二
十
三
日
、
宗
麟
が
臼
杵
で
熱
病
に
か
か
り
、
津
久

見
に
帰
っ
て
死
去
し
た
。
享
年
五
十
八
歳
。
同
年
八
月
、
奈
多
政

基
の
嫡
子
鎖
基
が
奈
多
に
て
死
去
し
た
。
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検
地
を
実
施
し
た
。

　
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
八
月
、
豊
臣
秀
吉
が
死
去
す
る
。
享

年
六
十
三
歳
。
そ
。
の
結
果
、
十
二
月
ま
で
に
朝
鮮
在
陣
の
日
本
軍

の
撤
退
を
完
了
さ
せ
た
。

六
　
石
塩
原
合
戦

　
秀
吉
の
死
後
、
徳
川
家
康
と
石
田
三
成
と
の
対
立
が
激
し
く
な

り
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
九
月
、
関
ケ
原
の
戦
い
と
な
っ
た
。

慶
長
四
年
に
許
さ
れ
て
京
都
に
い
た
大
友
吉
統
（
義
統
）
は
西
軍

方
の
毛
利
輝
元
（
元
就
の
孫
）
か
ら
兵
船
と
軍
兵
を
与
え
ら
れ
て

周
防
（
現
山
口
県
東
部
）
の
大
畠
か
ら
上
関
を
経
て
豊
後
へ
向
か

い
、
九
月
九
日
に
別
府
浜
脇
に
上
陸
し
て
、
立
石
（
別
府
市
観
海

寺
西
北
の
南
立
石
）
に
陣
を
し
い
た
。
吉
統
は
竹
田
（
岡
藩
）
の

中
川
氏
に
仕
え
て
い
た
田
原
紹
忍
親
賢
・
宗
像
掃
部
鎮
続
及
び
そ

の
他
旧
臣
た
ち
を
招
集
し
た
。
本
陣
は
立
石
村
古
屋
園
（
現
別
府

市
南
立
石
本
町
）
に
置
き
、
大
友
吉
統
を
田
原
紹
忍
親
賢
が
補
佐

し
、
右
翼
は
坂
本
村
（
杉
ノ
井
ホ
テ
ル
付
近
）
に
吉
弘
加
兵
衛
統

幸
が
、
左
翼
は
御
堂
ケ
原
（
堀
田
付
近
）
に
宗
像
掃
部
鎮
続
が
陣

を
し
い
た
。

｜

　
木
付
城
を
救
援
後
、
細
川
方
の
松
井
康
之
・
有
吉
立
行
の
軍
勢

と
と
も
に
別
府
へ
進
撃
し
た
黒
田
方
の
井
上
九
郎
右
衛
門
之
房
ら

の
軍
勢
は
角
殿
山
（
現
ル
ミ
エ
ー
ル
の
丘
）
に
、
細
川
軍
は
実
相

寺
山
に
陣
を
と
り
、
南
西
側
立
石
砦
の
大
友
方
と
対
峙
し
た
。
九

月
十
三
日
に
戦
い
が
開
始
さ
れ
、
最
初
は
大
友
軍
が
優
勢
で
あ
っ

た
が
、
数
に
ま
さ
る
黒
田
、
細
川
連
合
軍
が
勝
利
を
お
さ
め
た
。

大
友
方
は
吉
弘
加
兵
衛
統
幸
、
宗
像
掃
部
鎖
続
ら
を
は
じ
め
、
多

く
の
武
将
や
雑
兵
が
討
ち
死
に
し
た
。

　
敗
戦
を
知
っ
て
大
友
吉
統
は
自
刃
し
よ
う
と
し
た
が
田
原
紹
忍

親
賢
に
止
め
ら
れ
た
。
吉
統
は
や
が
て
剃
髪
・
墨
衣
の
姿
に
な
り
、

母
里
太
兵
衛
を
通
じ
て
黒
田
如
水
孝
高
に
降
参
し
た
。
ち
な
み
に
、

関
ケ
原
の
戦
い
は
九
月
十
五
日
に
決
着
が
つ
き
、
乗
車
の
徳
川
家

康
が
勝
利
を
お
さ
め
た
。

　
吉
統
は
黒
田
如
水
の
中
津
城
か
ら
江
戸
に
送
ら
れ
、
家
康
か
ら

出
羽
秋
田
の
秋
田
実
季
に
預
け
ら
れ
幽
閉
さ
れ
た
。

七
　
佐
賀
関
合
戦

　
岡
藩
中
川
氏
の
客
分
与
力
と
な
っ
て
い
た
田
原
紹
忍
親
賢
と
宗

像
掃
部
鎮
継
ら
は
中
川
家
の
旗
印
を
盗
み
出
し
て
石
垣
原
合
戦
の
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